
 

PLCnext Store 利用方法



 

概要

この資料は PLCnext Store の利用方法を解説しています。
PLCnext Store とは、PLCnext Technology で利用可能なソフトウェ
アを提供しているオンラインサイトです。 プログラミングの手間を省
くライブラリから、プログラミングなしですぐに利用可能なアプリケー
ションまで用意されています。プログラミングをする方も、そうでない
方も自身に役立つソフトウェアを、この PLCnext Store で見つけるこ
とができます。
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ソフトウェアを探す

目的のソフトウェアを探す方法を解説します。



 

ソフトウェアを探す

1. PLCnext Store へアクセスします。https://www.plcnextstore.com/#/

*ブラウザは、
・Google Chrome
・Microsoft Edge 
を推奨しています。

https://www.plcnextstore.com/#/


 

ソフトウェアを探す

2. 画面右上の「Search」に検索キーワードを入力し、Enter キーを押します。



 

ソフトウェアを探す

 例えば、Modbus 関連のソフトウェアを検索したい場合、「Modbus」と入力し Enter キーを押します。
そうすると「Modbus」というキーワードが含まれたソフトウェアが表示されます。



 

ソフトウェアを探す

3. 気になるソフトウェアを見つけたら、解説の内容で目的のソフトウェアかある程度判断できます。気にな
る内容であれば、「Get it」ボタンをクリックし、ダウンロードページへ進みます。

クリックでダウンロード
ページへ進みます。



 

ソフトウェアを探す

4. ダウンロードページへ進んだら、ソフトウェアの内容を確認し、目的に合ったソフトウェアかどうかを確
認します。確認項目として、提供形態、価格、機能、使用条件があります。

ソフトウェアの提供形態
• Library: PLCnext Engineer へライブラ
リとしてインポートして使います。イン
ポートしたライブラリはファンクション
ブロックとして扱われます。作成したプ
ログラムに組み込んで使用します。

• Function Extension, Runtime, 
Solution App: PLCnext Control へ直接
インストールして使います。プログラミ
ングせずにそのまま使用できます。種類
によっては、設定ファイルなどで設定が
必要なものもございます。



 

ソフトウェアを探す

価格: Free と表示されているものは、無償で
入手できます。
注1: Free と表示されているものでも、評価版のも
のもございます。一定時間過ぎると使用できなくな
り追加のライセンス購入が必要となるもの、機能限
定されており全機能使用するためにはライセンス購
入が必要なものなど。
注2: 現状、有償のものをご使用されたい場合、恐
れ入りますが弊社までお問い合わせください。



 

ソフトウェアを探す

ソフトウェアの解説:「Description」 の記載
内容や「Technical Details」の資料を確認し
そのソフトウェアが使用できそうかどうか判
断します。

ソフトウェアの機能:「Description」 の記載
内容や「Technical Details」の資料を確認し
そのソフトウェアが使用できそうかどうか判
断します。



 

ソフトウェアを探す

使用条件: ソフトウェアを使用するための条件が記載
されています。使用可能なハードウェアや PLCnext
Control ファームウェアバージョンなどの情報が記載
されています。



 

ソフトウェアを探す

5. 内容を確認し、そのソフトウェアが目的に合ったものであれば、「Download」ボタンをクリックし、ダ
ウンロード手続きに進みます。

「Download」ボタンをクリックします。



 

ソフトウェアをダウロードする

ソフトウェアダウンロードの手順を解説します。ダウンロード手順は、ソフトウェア提供形態により若干異
なります。Library 形態とそれ以外の形態とで異なりますので、それぞれの手順について解説します。

注: Library 形態のソフトウェアダウンロードは、PLCnext Engineer がインストールされた PC 上で行って
いただくことをお勧めします。Library 形態のソフトウェアは、PLCnext Engineer へインポートして使う
ので、予め PLCnext Engineer がインストールされた PC にダウンロードするとスムーズに作業を進められ
ます。
一方、Library 形態以外のソフトウェアダウンロードは、Web ブラウザが入っている PC であれば問題ござ
いません。Library 形態以外のソフトウェアダウンロードは、PLCnext Control 本体の Web 画面経由で行
われます。



 

ソフトウェアをダウンロードする (Library 形態)

1. 「Download」ボタンをクリックすると、ダウンロード手順の画面が表示されます。

Library の場合: ソフトウェア使用条件と使用許諾の合
意を求める画面が表示されます。それぞれの内容をご
確認いただき、内容に合意いただける場合、チェック
ボックスをクリックし、チェックマークをいれます。

チェックマークを入れたら、「Download」ボタンをク
リックします。



 

ソフトウェアをダウンロードする (Library 形態)

2. 「Download」ボタンをクリックするとソフトウェアダウンロードが開始されます。ダウンロード完了す
れば、ソフトウェアの入手完了です。



 

ソフトウェアをダウンロードする (Library 形態以外)

1. 「Download」ボタンをクリックすると、ログイン要求画面が表示されます。

Function Extension、 Runtime、Solution App の場合: 
ログイン要求画面が表示されます。

アカウントを持ってない方は、「Register」ボタンをク
リックし、アカウント登録を行います。
アカウントを持っている方は、「Login」ボタンをクリッ
クし、ログイン画面へ進みます。



 

ソフトウェアをダウンロードする (Library 形態以外)

2. ログイン画面へ移動したら、 「Username」と「Password 」を入力します。

「Username」と「Password 」を入力します。

「Username」と「Password 」を入力したら、
「Log in」ボタンをクリックします。



 

ソフトウェアをダウンロードする (Library 形態以外)

3. ログインに成功すると、PLCnext Store ホーム画面へ戻ります。

PLCnext Store ホーム画面へ戻ります。画面右上には、ログインした
Username が表示されます。
再度、目的のソフトウェアのダウンロードページへ移動します。



 

ソフトウェアをダウンロードする (Library 形態以外)

4. ソフトウェアのダウンロードページへ移動したら、「Download」ボタンをクリックします。

「Download」ボタンをクリックします。



 

ソフトウェアをダウンロードする (Library 形態以外)

5. 今度は、ソフトウェア使用条件の合意を求める画面が表示されます。

ソフトウェア使用条件の内容を確認し、内容に合意いただける場合、
チェックボックスをクリックし、チェックマークを入れます。

チェックマークを入れたら、「Download」ボタンをク
リックします。



 

ソフトウェアをダウンロードする (Library 形態以外)

6. 「Download」ボタンをクリックするとソフトウェアダウンロードが開始されます。ダウンロード完了す
れば、ソフトウェアの入手完了です。



 

ソフトウェアを使用する

ソフトウェアを使用する手順を解説します。使用する手順は、ソフトウェア提供形態により異なります。
Library 形態とそれ以外の形態とで異なりますので、それぞれの手順について解説します。
Library 形態のソフトウェアを使用するには、PLCnext Engineer が必要となります。ダウンロードした
ファイルを PLCnext Engineer がインストールされた PC 上でセットアップし、PLCnext Engineer へイン
ポートします。
Library 形態以外のソフトウェアをインストールするには、PLCnext Control 本体が必要となります。ダウ
ンロードしたファイルを PLCnext Control 本体の Web 画面からインストールします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

1. 入手したソフトウェアを PLCnext Engineer が入った PC 上でセットアップします。

入手したソフトウェアを PC へセットアップするため、
インストーラーファイルをダブルクリックし、起動します。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

2. インストーラーを起動すると、Windows セキュリティ機能により、恐らく以下のような画面が表示され
ますと思います。

こちらの画面が表示されたら、「詳細情報」をクリックします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

3. 詳細ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されるので「実行」ボタンをクリックします。

「実行」ボタンをクリックします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

4. 「実行」ボタンをクリックすると、セットアップ手順の画面が表示されます。手順にしたがい、セット
アップを完了させます。

「Next」ボタンをクリックし、セットアップ作業を進めます。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

5. 以下の画面が表示されたら、セットアップ完了です。

「Finish」ボタンをクリックし、セットアップ作業を完了します。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

6. セットアップ完了したら、ライブラリを PLCnext Engineer へインポートするため、PLCnext Engineer 
を起動し、プロジェクトを開きます。画面右の COMPOINNTS > Libraries > Libraries を右クリックし
ます。

「Libraries」を右クリック、メニューを開きます。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

7. メニューを開いたら、「Add User Library...」をクリックします。

「Add User Library...」を選択します。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

8. 「Add User Library...」を選択すると、ファイル選択画面が表示されます。セットアップしたライブラ
リファイル(.pcwlx)を選択します。ライブラリファイルは、デフォルトでは以下のフォルダにセットアッ
プされています。C:¥Users¥Public¥Documents¥Phoenix Contact Libraries¥PLCnext Engineer

ライブラリファイル(.pcwlx)を選択します。

ファイルを選択後、「開く(O)」をクリックします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

9. 「開く(O)」をクリックすると、選択したライブラリファイルが Libraries に表示されます。

ライブラリファイルが表示されます。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態)

10. また、Programming ツリー内にファンクションブロックとして追加されます。追加されたファンク
ションブロックをプログラム内に組み込んで使用します。

ファンクションブロックとして追加されます。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態以外)

1. PLCnext Control の Web 管理画面へアクセスするため、Web ブラウザから次のアドレスへアクセスし
ます。https://PLCnext Control IP アドレス/wbm

PLCnext Control の IP アドレスを入力アクセスします。
デフォルト IP アドレスは 192.168.1.10 です。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態以外)

2. PLCnext Control の Web 管理画面へアクセスすると認証画面が表示されます。
「Username」と「Password」を入力し、「Login」ボタンをクリックし
ログインします。

Username: admin
Password: PLCnext Control に印字

「Username」と「Password」を入力したら、
「Login」ボタンをクリックします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態以外)

3. ログインに成功したら、画面左下の「PLCnext Apps」をクリックします。

「PLCnext Apps」をクリックし、PLCnext Store ア
プリのインストール画面へ移動します。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態以外)

4. PLCnext Store アプリのインストール画面へ移動したら、「Install App」ボタンをクリックしインス
トールファイルの選択画面へ移動します。

「Install Apps」ボタンをクリックします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態以外)

5. ファイルの選択画面へ移動したらファイル(.app)を選択し、「開く(O)」ボタンをクリックし、ファイル
のインストールを開始します。

インストールするファイルを選択します。

ファイルを選択したら、「開く(O)」ボタンを
クリックします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態以外)

6. インストールが完了すると、「Installed PLCnext Apps」リストにインストールされたファイルが表示
されます。この時点でアプリは停止状態 (App Status = Stop) となっています。アプリを開始するには
「Start」ボタンをクリックします。

「Start」ボタンをクリックします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態以外)

7. 「Start」ボタンをクリックすると、以下のような警告が表示されます。表示される警告には、アプリを
スタートすると PLCnext Control が自動的にリブートされることが記載されています。「Start」ボタン
をクリックし、アプリをスタートさせます。

「Start」ボタンをクリックします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態以外)

8. 「Start」ボタンをクリックすると以下の画面が表示され、PLCnext Control が自動的にリブートします。



 

ソフトウェアを使用する (Library 形態以外)

9. リブート後、PLCnext Control へアクセスし、PLCnext Apps 画面へ移動すると App Status = RUN に
変化し、アプリが動作していることを確認できます。

App Status = RUN に変わります。
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